
情報通信審議会 情報通信技術分科会 ITU部会 

地上業務委員会(第22回) 議事概要（案） 

 

１ 開催日時 

平成２４年１０月２４日（水）１４：００～１６：００ 

 

２ 場所 

総務省８階共用８０１会議室 

 

３ 出席者（敬称略、順不同） 

[専門委員] 

三瓶 政一(主査)、足立 朋子、飯塚 留美、小川 博世、阪田 史郎、高野 祐美

子、中村 勝英、橋本 明、吉田 英邦 

 

[関係者] 

荒木 正治、植田 由美、大槻 信也、野口 英毅、枚田 明彦、細川 真也、村上 

誉 

  

[事務局] 

加藤、奥井、田胡、保坂、竹下、桐山、小林、西、小黒、齊藤 

 

４ 配付資料 

資料地－22－1 地上業務委員会（第21回）議事要旨（案） 

資料地－22－2 ITU-R SG5 関連会合報告書（案） 

資料地－22－3 ITU-R SG5 関連会合への日本寄与文書（案） 

資料地－22－4 ITU-R SG5 関連会合への対処方針（案） 

  

参考資料１ 勧告 ITU-R M.1801 およびレポート ITU-R M.2116におけるXGPに関する記

載のアップデート提案 

参考資料２ ITU-R WP5A,WP5B,WP5C及びSG5会合の開催案内 

参考資料３ ITU-R SG5 関連会合の日本代表団一覧 

参考資料４ 地上業務委員会構成員名簿 
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５ 議事概要 

（１）地上業務委員会（第２１回）の議事要旨について 

【資料地－２２－１】 

地上業務委員会（第２１回）の議事要旨について、事務局から説明があった。 

なお、修正項目がある場合は１０月３１日（水）までに事務局へ連絡する旨了承

された。 

 

 （２）ITU-R SG5 関連会合の報告について 

【資料地－２２－２－１～３】 

事務局から、平成２４年５月に開催されたITU-R SG5 WP5A、WP5B及びWP5C会合の

報告があった。 

   

 （３）ITU-R SG5 関連会合への日本寄与文書案について 

【資料地－２２－３―１】 

大槻氏から「勧告ITU-R F.1763の改訂提案」に関する寄与文書案の説明が行われ、

エディトリアルな修正が施されるとともに、以下の質疑応答の後、承認された。 

（質疑応答） 

三 甁 主 査：今後の改訂スケジュールはどのようになっているのか。 

大 槻 氏：来年春期のWP5AにおいてIEEE等からの文書を統合する予定だ

が、その他の外部機関から入力される情報次第ではスケジュ

ールの再検討もあり得る。 

 

【資料地－２２－３－２】 

村上氏から「新レポート草案[LMS.CRS2]作業文書に対する改訂提案」の寄与文書

案について説明が行われ、エディトリアルな修正が施され、承認された。 

 

【資料地－２２－３―３】 

事務局から「「79 GHz帯短距離高分解能レーダー」のシステム特性に関する新勧

告案ITU-R M.[AUTO]に向けた作業文書への変更提案」に関する寄与文書案の説明が

行われ、承認された。 

 

【資料地－２２－３―４】 

事務局から「77.5-78GHz帯の自動車用レーダーのシステム特性及び共用と干渉検

討に関する新レポート案ITU-R M.[AUTOMOTIVE RADARS]に向けた作業文書への変更提

案」に関する寄与文書案について説明が行われ、エディトリアルな修正が施され、

承認された。 
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【資料地－２２－３－５】 

事務局から「固定業務に隣接する76-77 GHz および77-81 GHzにおける車載衝突防

止レーダーから受ける可能性のある影響に関するWP5Cからのリエゾン文書への回答

案」に関する寄与文書案について説明が行われ、エディトリアルな修正が施され、

承認された。 

 

【資料地－２２－３－６】 

事務局から「高度ITS無線通信に関するレポートITU-R M.2228の改訂に向けた作業

文書に対する修正提案」に関する寄与文書案について説明が行われ、エディトリア

ルな修正が施され、承認された。 

 

【資料地－２２－３－７】 

細川氏から「ITU-R勧告M.1874「3-50 MHzの周波数範囲内のサブバンドで運用する

海洋レーダーの技術及び運用特性」の改訂案」に関する寄与文書案について説明が

行われ、エディトリアルな修正が施されるとともに、以下の質疑応答の後、承認さ

れた。 

橋 本 委 員：本文第三段落に、「Annex 1のテキストの修正」とあるが、何

の文書のAnnex 1なのか不明瞭であるため、本寄与文書案が

対象としている勧告名（ITU-R勧告M.1874）をAnnex 1の後に

記載し、明確化したほうがよいのではないか。 

細 川 氏：了。ご指摘のとおりに修整する。 

 

【資料地－２２－３－８】 

野口氏から「WRC-15議題1.16に関連したAISの追加周波数の必要性」に関する寄与

文書案について説明が行われ、承認された。 

 

【資料地－２２－３－９】 

植田氏から「勧告F.557-4の改定案といくつかのF-series勧告のエディトリアルな

見直し」に関する寄与文書案について説明が行われ、承認された。 

 

【資料地－２２－３－１０】 

植田氏から「SF-series勧告の見直し」に関する寄与文書案について説明が行われ、

以下の質疑応答の後、承認された。 

三 甁 主 査：本提案では勧告の削除も含まれているようだが、他の既存の

勧告等への影響が大きいのではないか。 

3 
 



橋 本 委 員：多少の影響はあるかもしれないが、そもそも古い勧告であり、

また、事務局（BR Study Group Department）でもチェックが行

われるため、問題ないと認識している。 

 

【資料地－２２－３－１１】 

荒木氏から「勧告ITU-R F.383、F.635、F.1099の改訂提案及びそれに伴う勧告ITU-R 

F.746-10の見直し」に関する寄与文書案について説明が行われ、承認された。 

 

【資料地－２２－３－１２】 

荒木氏から「勧告ITU-R F.1336-3セクタアンテナパターンの1GHz以下の周波数領

域への適用」に関する寄与文書案について説明が行われ、承認された。 

 

【資料地－２２－３－１３】 

枚田氏から「ITU-R Report F.[FS USE-TRENDS] 作業文書草案」の改訂案」に関す

る寄与文書案について説明が行われ、エディトリアルな修正が施されるとともに、

以下の質疑応答の後、承認された。 

橋 本 委 員：議長報告から落ちているAnnexがあるので、Editor’s Noteに

追記すべきである。また、本文中に記載された「STL」等の

用語について解説するか、あるいはまとめて「ENG」と記載

すべきである。 

枚 田 氏：了。そのように修整する。 

 

小 川 委 員：TABLE1の55GHz帯のTypical applicationsが空欄なのはなぜか。 

枚 田 氏：確認して修整する。 

小 川 委 員：前回の会合では、本レポートの改訂作業を行うコレスポンデ 

ンス・グループの設置が合意されたと思うが、今回の会合で 

正式に設置された場合、日本から議長を出す予定か。 

枚 田 氏：そのつもり。 

 

 

【資料地－２２－３－１３】 

大槻氏から「勧告ITU-R F.1247-2, F.1249-2およびF.1509-1改訂案」に関する寄

与文書案について説明が行われ、承認された。 

 

（４）ITU-R SG5関連会合への対処方針案について 

【資料地－２２－４】 
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事務局より、ITU-R SG5 関連会合への対処方針（案）について説明が行われ、承

認された。 

 

（５）その他 

修正の必要がある寄与文書については、１０月２６日（金）12：00までに事務局に

提出することになった。 

また、承認された寄与文書について、大きく主旨の変更がない限りは、文書案の変

更の可能性がある旨、事務局から了承を求め、承認された。 

 

以上 
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